
李

商

隠

の

転

機

i

i

「
縞
児
詩
」
を
中
心
に
し
て
i

i

李
浦
憾
の
詩
歌
は
、
そ
の
不
通
感
の
直
接
的
ま
た
は
間
接
的
な
反

映
と
し
て
読
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
不
遇
に
つ
い
て
は
、
吋
間
以

唐
掛
一
一
闘
い
以
来
、
牛
李
の
党
争
と
の
関
連
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
彼
の
残
し
た
作
品
か
ら
明
確
に
読
み
取
れ
る

わ
け
で
は
な
い
。

本
論
文
で
は
、
李
商
隠
の
不
過
を
理
解
す
る
手
掛
か
り
と
し
て
、

「
鱗
児
詩
」
を
採
り
上
げ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
詩
が
、
自
身
の
不
遇

の
涼
閣
に
つ
い
て
最
も
明
瞭
な
言
葉
で
述
べ
た
作
品
、
だ
か
ら
で
あ

る。
こ
の
詩
は
、
大
中
一
一
一
年
(
八
四
九
)
ま
た
は
四
年
、
三
十
八
歳
の

時
に
作
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
次
に
、
そ
の
結
び
の
部
分
を
引
用
す

る。

爺
昔
好
読
書

綴
額
欲
間
十

無
肉
田
沢
蚤
蕊

児
慎
勿
学
爺

読
書
求
甲
乙

穣
玄
司
馬
法

張
良
襲
五
術

梗
為
帝
王
師

不
仮
更
織
悉

況
今
西
与
北

充
戎
正
狂
惇

諒
赦
両
未
成

将
養
如
癒
疾

児
当
速
成
大

加
国

理

長日

爺
は
昔
読
書
を
好
み

懇
苦
し
て
自
ら
著
述
す

な
ん
な
ん

綴
穀
し
て
四
十
に
欲
と
し

肉
無
く
し
て
蚤
一
誌
を
畏
る

児
よ
慎
み
て
爺
を
学
び

読
書
し
て
甲
乙
を
求
む
る
こ
と
な
か
れ

穣
瓦
司
馬
の
法

張
良
黄
石
の
術

使
ち
帝
王
の
師
為
る
べ
く

更
に
繊
悉
な
る
を
仮
ら
ざ
る
な
り

況
ん
や
今
西
と
北
と

先
戎
正
に
狂
惇
す
る
を
や

詠
赦
荷
つ
な
が
ら
未
だ
成
ら
ず

将
養
す
る
こ
と
癌
疾
の
如
し

児
よ
当
に
速
か
に
成
大
し
て
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雛
を
採
り
て
虎
窟
に
入
る
べ
し

当
に
万
一
戸
の
侯
と
為
る
べ
く

勿
守
一
経
軟
一
経
の
軟
を
守
る
な
か
れ

こ
れ
は
、
四
歳
の
息
子
へ
の
教
訓
附
と
い
う
形
式
で
、
自
身
の
不
遇

に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
自
分
が

2
2一
一
回
」
と
「
著

述
」
つ
ま
り
正
統
の
学
問
を
身
に
付
け
、
そ
れ
を
詩
文
に
表
現
す
る

こ
と
に
勉
め
た
も
の
の
、
経
済
的
簡
窮
を
脱
せ
な
い
現
状
を
示
す
。

そ
し
て
、
息
子
に
対
し
て
は
、
「
甲
乙
」
つ
ま
り
科
挙
の
試
験
を
自

指
す
の
で
は
な
く
、
「
穣
草
司
馬
法
、
張
良
質
石
術
」
に
代
表
さ
れ

る
兵
法
を
学
び
、
武
人
と
し
て
世
に
出
る
こ
と
を
勧
め
る
。
そ
れ

は
、
の
翼
民
族
と
の
争
い
を
は
じ
め
と
す
る
戦
乱
の
頻
発

つ
ま
り
軍
人
が
重
用
さ
れ
る
状
況
を
踏
ま
え
た

探
雛
入
虎
窟

も
の
で
あ
る
。

李
湖
隠
は
、
父
祖
が
県
令
な
ど
の
下
級
役
人
で
あ
っ
た
寒
門
の
出

身
で
あ
る
。
中
庸
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
出
身
で
あ
っ
て
も
、

学
問
と
文
才
に
よ
っ
て
科
挙
に
及
第
で
き
、
さ
ら
に
官
僚
社
会
で
の

上
昇
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
李
商
憾
の
援
か
れ
た
社

会
状
況
は
、
す
で
に
変
化
し
て
い
た
Q

そ
れ
に
対
応
せ
ず
、
「
武
」

で
は
な
く
「
文
」
に
よ
る
社
会
的
上
昇
を
企
図
し
た
こ
と
が
、
彼
自

身
の
諮
る
自
分
の
不
遇
の
原
因
な
の
で
あ
る
。
彼
の
不
通
に
つ
い
て

考
え
る
た
め
に
は
、
こ
こ
か
ら
出
発
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
詩
を
一
つ
の
材
料
に
し
て
、
李
務
憶
の
佐
官
希
求
者
と
し
て

の
挫
折
像
を
捉
え
た
研
究
に
、
吹
野
安
氏
の
「
李
潟
穏
小
論

i
i安

定
域
楼
・
騒
児
詩
を
中
心
と
し
て

i
i
」
(
吋
東
洋
文
化
凶
復
刊
第
三

十
八
・
九
合
併
号
、
一
九
七
六
)
が
あ
る
。
吹
野
氏
は
、
こ
の
詩
以

後
、
李
蕗
騒
は
仕
宮
を
求
め
る
自
薦
上
書
の
文
章
を
作
る
こ
と
が
少

な
く
な
り
、
諦
め
の
境
に
入
っ
た
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
一
の
李
商

隠
が
縛
の
道
に
心
を
寄
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
ζ

と
を
、
そ
の
心
情
の

異
体
的
な
発
露
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

し
か
し
、
挫
折
の
連
続
で
あ
っ
た
李
蕗
憶
の
生
避
の
中
で
、
三
十

八
歳
と
い
う
時
点
で
こ
の
重
要
な
作
品
が
作
ら
れ
た
理
由
が
、
吹
野

氏
の
論
考
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
本
論
文
で
は
、
「
騒

児
詩
」
前
後
の
李
商
穏
の
行
動
と
心
情
か
ら
、
こ
の
詩
に
述
べ
ら
れ

る
認
識
が
形
成
さ
れ
た
護
接
的
な
理
由
を
追
求
す
る
。
そ
れ
と
と
も

に
、
こ
の
時
期
に
起
こ
っ
た
彼
の
文
学
的
営
為
の
変
化
に
つ
い
て
も

考
察
す
る
。
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が
作
ら
れ
た
大
中
一
一
一
・
四
年
前
後
の
李
商
憾
の
事
跡

に
つ
い
て
は
、
各
麓
の
年
譜
に
大
差
は
な
い
。
大
中
元
年
に
秘
書
省

正
字
を
辞
し
、
枝
管
防
禦
観
察
等
使
の
郷
軍
に
従
い
桂
州
に
赴
き
掌

る
。
一
丹
、
鄭
車
が
循
州
制
約
史
に
左
遷
さ
れ



る
と
洛
純
物
に
帰
り
、
艶
一
服
県
の
尉
を
経
て
、
大
中
一
一
に

の
嫁
曹
と
な
り
章
奏
を
担
当
す
る
。
そ
の
年
の
十
月
、
武
州
事
軍
節
度

使
の
慮
弘
正
の
招
き
に
従
っ
て
徐
州
へ
赴
き
判
官
と
な
り
、
そ
の
ま

ま
大
中
五
年
ま
で
在
職
す
る
。
つ
ま
り
、
「
騎
兇
詩
い
は
、
徐
州
へ

の
赴
任
産
前
ま
た
は
在
任
中
に
作
ら
れ
た
も
の
と
な
る
。
こ
の
地
方

と
中
央
を
め
ま
ぐ
る
し
く
往
来
し
て
い
た
持
期
に
、
李
蕗
隠
は
読
書

と
著
述
に
よ
っ
て
社
会
的
上
昇
を
図
っ
た
自
分
の
失
敗
を
情
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
認
識
は
、
そ
れ
ま
で
の
経
験
の
総
体
か
ら
得
ら
れ
た

も
の
で
は
あ
ろ
う
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
経
州
で
の
体
験
が
震
安
な

位
援
を
占
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

校
州
へ
の
赴
任
は
経
済
的
関
窮
か
ら
脱
す
る
た
め
の
や
む
を
得
な

い
行
動
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
赴
任
の
途
上
で
中
央
へ
の
復
帰
の
希

望
を
記
し
た
害
状
「
上
皮
支
慮
侍
郎
(
政
弘
正
)
状
」
を
作
り
、
ま

た
、
文
字
通
り
ぺ
閉
山
帰
」
詩
な
ど
、
桂
州
の
風
物
を
嫌
い
、
故
郷
を

懐
か
し
む
詩
を
多
数
作
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
桂
州
の
幕
府
の
長
官
で
あ
る
郷
軍
は
李
荷

隠
を
優
遇
し
、
李
溜
隠
も
そ
れ
に
応
え
て
仕
事
に
励
ん
だ
。
次
に
引

用
す
る
「
自
校
林
泰
使
江
陵
、
途
中
感
懐
、
寄
献
尚
冊
一
一
間
」
詩
は
、
鄭

蛮
に
対
す
る
感
謝
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

3
jイ
市
内
L
ド・
5
辻
マ

i

医
科
手
穂
郡
吉

国
よ
り
漸
づ

資
誌
に
非
ざ
る
を

唯
恐
後
際
琳

部
十
尊
許
約
制
問

既
裁
従
戎
筆

弘
被
選
勝
襟

白
衣
居
士
訪

烏
嫡
逸
人
尋

俊
仏
将
成
縛

耽
灘
間
或
類
淫

唯
だ
恐
る
練
琳
に
後
る
る
を

前
席
虚
辱
に
驚
き

総
制
聞
を
許
さ
る

就
に
従
戎
の
筆
を
載
す
る
も

の
ほ
選
勝
の
襟
を
披
く

白
衣
の
居
士
訪
ね

烏
轄
の
逸
人
尋
ぬ

一
依
仏
は
将
に
縛
を
成
さ
ん
と
し

耽
警
は
或
は
淫
に
類
す
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引
用
部
分
で
は
、
ま
ず
、
宴
席
に
お
け
る
鄭
亜
の
細
や
か
な
配
患

や
、
職
務
の
つ
い
で
の
景
勝
地
へ
の
遊
覧
と
い
っ
た
、
公
的
な
場
で

の
優
遇
を
述
べ
る
。
次
に
、
職
務
と
は
無
関
係
の
宗
教
へ
の
沈
潜
も

容
認
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
待
遇
に
感
謝
し
て
、

古
人
に
は
及
ば
ず
と
も
、
鄭
亜
の
た
め
に
自
分
の
文
章
の
能
力
を
発

揮
す
る
の
で
あ
る
。
事
実
、
李
荷
隠
は
桂
川
川
に
お
い
て
、
精
織
な
耕

文
体
に
よ
る
公
用
文
書
の
代
作
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
時
は
じ
め
て
、
李
蕗
隠
は
自
作
の
耕
文
を
編
集
し

て
文
集
を
作
っ
て
い
る
。
次
に
、
そ
の
文
集
の
序
文
「
焚
南
甲
集



序
」
の
蔀
半
部
分
を
引
用
す
る
。

焚
宿
生
十
六
能
著
才
論
翠
論
、
以
古
文
出
諸
公
開
。
後
聯
為

騨
棺
閣
議
十
太
守
所
憐
、
居
門
下
持
、
穀
定
奏
記
、
始
通
今
体
。

後
又
両
為
秘
省
一
房
中
宮
、
怒
展
古
集
、
往
往
明
暗
潔
子
任
認
徐

康
之
問
。
有
詩
作
文
、
或
時
得
好
対
切
事
、
声
勢
物
景
、
哀
上

浮
社
、
能
感
動
人
。
十
年
京
師
、
寒
立
餓
。
人
或
回
日
、
韓
文

社
詩
、
彰
腸
章
機
、
焚
階
窮
凍
。
人
或
知
之
。

仲
弟
袈
僕
、
特
張
問
古
文
、
居
会
畠
中
進
士
為
第
一
二
、
常
表

以
今
体
規
我
、
市
未
駕
能
休
0

・

焚
南
生
(
李
硲
穏
)
十
六
に
し
て
能
く
才
論
・
翠
論
を
著

し
、
古
文
を
以
て
諸
公
の
間
に
出
づ
。
後
続
り
て
郡
相
関
(
令

狐
楚
)
・
華
太
守
(
楼
戎
)
の
憐
む
所
と
な
り
、
門
下
に
居
る

いよ仇'レ

時
、
殺
め
ら
れ
て
奏
記
を
定
め
、
始
め
て
今
体
に
通
ず
。

後
又
一
向
た
び
秘
省
一
府
中
の
官
と
な
り
、
怒
に
古
集
を
展
べ
、

往
往
に
し
て
任
(
紡
)
沼
(
皆
同
)
・
徐
(
駿
)
廃
(
信
)
の
関

に
昭
嫁
す
。
文
を
作
る
を
請
は
る
る
有
ら
ば
、
或
は
特
に
好
対

の
切
一
事
た
る
を
得
、
声
勢
物
索
、
哀
上
浮
壮
、
能
く
人
を
感
動

せ
し
む
。
十
年
京
師
に
、
来
、
え
立
つ
鋭
う
。
人
或
は
目
し
て
臼

く
、
「
韓
(
愈
)
文
杜
(
南
〉
詩
、
影
間
開
(
令
狐
楚
〉
の
章
搬

に
、
焚
階
窮
凍
せ
り
」
と
。
人
或
は
之
を
知
る
か
。

仲
弟
部
品
僕
、
特
に
十
日
文
を
議
く
し
、
会
問
問
中
の
進
ナ
一
に
廃
り

て
第
一
二
為
り
。
常
に
表
し
て
今
体
を
以
て
我
を
規
す
も
、
未

だ
休
む
能
は
ず
。

引
用
は
、
そ
の
内
容
か
ら
三
段
落
に
分
け
た
。
そ
の
第
三
段
落
で

は
、
弟
の
忠
告
を
受
げ
て
も
「
今
体
」
つ
ま
り
耕
文
を
止
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
、
と
い
う
窟
折
し
た
表
現
で
、
自
分
の
文
学
が
餅
文
で

あ
る
こ
と
を
安
一
一
一
一
一
周
す
る
。
そ
の
餅
文
に
逮
じ
た
の
は
、
第
一
段
落
に

一
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
令
狐
楚
ら
の
幕
府
で
章
奏
の
学
を
伝
授
さ
れ
た

こ
と
に
は
じ
ま
る
。
そ
の
後
、
第
二
段
落
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
秘

書
省
に
勤
務
し
つ
つ
文
章
の
研
績
を
続
け
、
二
疋
の
社
会
的
評
価
を

得
た
が
、
経
済
的
閤
窮
が
続
い
た
。
つ
ま
り
、
中
央
の
下
級
官
僚
の

立
場
で
は
、
餅
文
の
才
能
は
現
実
生
活
の
向
上
に
産
結
し
な
い
と
す

る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
、
鄭
亜
の
幕
府
で
は
、
李
蕗
隠
は
餅
文
の
能
力
を
存

分
に
発
揮
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
主
人
の
信
任
を
得
、
特
別
な
待
遇
を

受
け
た
申
だ
か
ら
、
こ
の
序
文
の
冒
頭
で
、
自
分
の
餅
文
は
幕
府
の

文
書
係
の
職
務
と
不
可
分
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
自
ら
の
文
才
が
活
か
さ
れ
る
場
所
を
見
つ
け
た
李

商
穏
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
直
後
に
大
き
な
挫
折
が
待
っ
て
い
た
。
鄭

箆
は
、
牛
李
の
党
派
の
う
ち
の
李
徳
裕
の
党
に
属
し
て
い
た
。
こ
の

時
期
以
牛
党
の
勢
力
が
強
く
、
李
徳
裕
へ
の
攻
撃
に
と
も
な
っ
て
、

に
関
わ
れ
徳
州
刺
史
に
左
遷
さ
れ
る
。
こ
の
持
、
李
商
隠

C 70) 



は
、
郷
軍
と
李
徳
裕
の
箆
弾
を
訴
え
る
害
状
を
代
作
し
て
い
る
。
そ

の
う
ち
、
現
存
す
る
も
の
に
「
為
祭
陽
公
(
鄭
班
)
上
馬
侍
郎
(
馬

楢
)
啓
」
お
よ
び
可
制
祭
陽
公
与
一
ニ
司
使
大
理
鹿
郷
(
践
活
問
〉
啓
」

が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
書
状
に
は
何
の
効
果
も
な
く
、
在
遂

の
決
定
は
覆
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
李
荷
隠
自
身
も
鄭
溜
に
従
う

こ
と
は
で
き
ず
、
失
職
し
た
。

こ
の
体
験
か
ら
三
年
後
の
大
中
四
年
に
、
李
臨
隠
が
鄭
班
に
贈
っ

た
「
献
寄
出
府
間
封
公
」
詩
を
、
次
に
引
用
す
る
。

幕
府
一
一
一
年
速
幕
府
…
一
一
年
遠
く

春

秋

一

字

褒

春

秋

二

子

の

褒

あ

り

た
く

量
一
間
論
秦
逐
客
警
は
論
ふ
秦
の
遂
客
に

賦
統
楚
離
騒
燃
は
続
ぐ
楚
の
離
騒
を

地
虫
南
潔
問
地
盟
十
間
渓
関
く

天

文

北

極

高

天

文

北

極

高

し

制
恩
撫
身
世
患
に
酬
い
身
世
を
撫
ん
ぜ
ん
と
す
る
に

来
党
勝
鴻
毛
未
だ
鴻
毛
に
勝
る
と
も
覚
え
ず

首
聯
で
は
、
桂
州
の
幕
府
で
鄭
悪
に
文
才
を
認
め
ら
れ
た
こ
と
を

一
一
一
一
向
う
。
続
く
領
'
聯
は
、
鄭
亜
が
雪
菟
の
文
章
を
作
っ
た
こ
と
を
指

す
。
そ
れ
と
と
も
に
、
李
高
際
自
身
も
鄭
蛮
と
一
体
に
な
り
、
そ
の

穫
の
文
章
を
作
っ
た
こ
と
を
も
含
ん
で
い
よ
う
。
頚
聯
は
、
そ
の
文

章
は
朝
政
に
対
し
影
響
力
を
持
ち
得
な
い
と
、
腕
撒
に
一
一
一
一
口
っ
た
も
の

で
あ
る
。
そ
し
て
尾
聯
で
、
第
亜
の
恩
、
つ
ま
り
文
才
に
よ
る
重
照

に
割
い
た
く
と
も
、
自
分
は
羽
毛
の
よ
う
に
無
力
で
あ
る
と
結
ぶ
。

校
州
に
お
い
て
李
関
隠
は
、
藩
鎮
の
幕
府
の
文
書
係
の
立
場
か

ら
、
経
済
顕
だ
け
で
な
く
耕
文
作
家
と
し
て
の
精
神
的
な
充
足
を
得

た
。
し
か
し
、
そ
の
直
後
に
、
そ
の
立
場
の
脆
弱
さ
を
、
身
を
も
っ

て
知
っ
た
。
精
神
の
高
揚
の
あ
と
の
挫
折
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
そ
の
打

撃
は
大
き
く
、
三
年
の
後
に
も
忘
却
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
詩
は
、
「
続
出
ん
詩
」
と
ほ
ぼ
向
時
期
に
作
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。
「
麟
児
詩
」
に
一
不
さ
れ
た
著
述
行
為
の
無
力
さ
に
対
す
る
認

識
に
も
、
こ
の
体
験
が
反
映
さ
れ
て
い
よ
う
。
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桂
州
か
ら
洛
陽
に
一
炭
っ
た
李
商
蕗
は
、
ま
ず
県
尉
に
な
り
、
次
に

京
兆
罪
の
文
書
係
に
な
る
。
「
騒
児
詩
」
と
の
関
連
で
、
こ
の
時
期

に
特
一
筆
す
べ
き
は
、
社
牧
と
の
接
触
で
あ
る
。
そ
れ
に
関
し
て
、
李

荷
際
「
焚
南
乙
集
序
」
を
引
用
す
る
。

:
:
・
是
年
葬
牛
太
尉
、
天
下
設
祭
者
百
数
。
他
日
現
一
一
一
回
、
五
口
太

尉
之
葉
、
有
社
司
勲
之
誌
与
子
之
奨
文
、
二
一
事
為
不
朽
。
:

是
の
年
(
大
中
三
年
)
牛
太
尉
(
牛
僧
孫
)
を
葬
る
に
、
天
下

に
祭
を
設
く
る
者
百
数
。
他
日
手
言
ふ
、
「
吾
が
太
尉
の
一
先
ず

る
や
、
社
南
勲
(
杜
牧
)
の
誌
と
子
(
李
商
隠
)
の
黛
文
と
有



り
て
、
二
事
不
朽
為
り
」
と
。

こ
の
牛
僧
孫
の
葬
儀
に
、
一
向
者
の
接
触
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
ホ
チ
蕗
隠
と
社
牧
の
交
際
の
跡
を
示
す
史
料
は
、
こ
の
時

期
に
李
が
社
へ
贈
っ
た
二
首
の
詩
が
残
る
の
み
で
あ
る
。

山
内
春
夫
氏
の
「
杜
牧
と
李
務
隠
と
の
関
係
に
つ
い
て
」
(
笠
間
川

博
士
退
休
記
念
中
国
文
学
論
集
い
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八
)
を
は
じ
め

と
す
る
先
行
研
究
に
論
ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
、
李
商
隠
は
社
牧
か
ら
多

岐
に
わ
た
る
重
大
な
影
響
を
受
け
た
。
筆
者
は
、
「
麟
児
詩
」
に
示

さ
れ
た
認
識
の
形
成
に
も
、
牡
牧
の
影
響
が
あ
っ
た
可
能
性
を
付
け

1
J

同

〉

e
3
0

加
〉
〆
十
八
し

次
に
、
李
碕
憶
が
社
牧
に
贈
っ
た
詩
の
一
つ
で
あ
る
「
社
司
勲
」

を
引
用
す
る
。

高
楼
風
雨
感
斯
文
高
楼
の
風
雨
斯
文
に
威
川
ず

続
奨
笈
池
不
及
群
短
婆
惹
池
と
し
て
群
に
及
ば
ず

刻
意
傷
春
復
傷
別
刻
ぃ
拾
い
春
を
傷
み
復
た
別
れ
を
錫
む

人
関
惟
有
杜
可
動
小
人
間
惟
だ
有
り
社
司
勲

こ
の
詩
の
承
匂
は
、
社
牧
と
比
べ
た
自
分
の
文
学
的
成
就
の
低
さ

を
一
一
一
一
間
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
、
そ
れ
に
よ
り
得
ら
れ
た
官
位
の
高
低

の
涯
を
も
含
む
と
思
わ
れ
る
。
李
商
際
「
陥
詩
の
、

羽

翠

(

提

残

自

撰

残

す

る

日

郊

関

寂

護

持

の

時
交J)
Ih~ 

は
、
翼
を
そ
こ
な
う
こ
と
を
、
官
界
で
の
不
遇
の
比
鳴
と
し
て
い

る
。
「
杜
弓
勲
」
詩
の
「
短
翼
差
池
」
も
向
様
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時

に
杜
牧
は
、
青
勲
員
外
郎
で
史
館
修
撲
を
兼
ね
て
い
た
。
文
才
を
頼

り
に
官
界
で
生
き
る
者
と
し
て
、
李
高
憶
に
比
べ
れ
ば
恵
ま
れ
た
地

位
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
杜
牧
に
、
「
騒
児
詩
」
と
類
似
し
た
叙
述
の
形
式
な
が
ら
対

照
的
な
内
容
の
「
冬
至
日
寄
小
姪
同
宣
詩
」
が
あ
る
ο

そ
の
製
作
年

代
は
不
明
だ
が
、
社
牧
の
生
涯
に
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
意
識
を
反

映
し
た
作
品
で
あ
ろ
う
と
忠
わ
れ
る
。
こ
れ
を
次
に
引
用
す
る
。

勤
勤
不
自
己

二
十
能
文
章

致
窓
作
尭
湯

我
家
公
棺
家

勤
勤
と
し
て
自
ら
己
ま
ざ
れ
ば

二
十
に
し
て
文
章
を
能
く
せ
ん

仕
官
し
て
公
栂
に
歪
り

君
を
致
し
て
尭
湯
と
作
さ
ん

我
が
家
は
公
相
家
に
し
て

剣
侃
嘗
て
了
当
た
り
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一
物
無
く
蛍
に
満
つ

文
治
を
用
ひ



大
関
管
職
場

願
爾
出
門
去

取
宮
如
駆
羊

大
ひ
に
官
職
の
場
を
開
く

一
搬
ふ
世
論
聞
け
を
出
で
て
去
り

宮
を
取
る
こ
と
羊
を
駆
る
が
如
き
を

様
昭
生
議
芸

李
兼
生
態
郎

堆
銭
一
百
箆

波
数
可
波
倒
的

va勾
9

・
3
E
i

，dq
z
e
sサ
イ
sd
詠
1
F
:
l
ぜ

緩
昭
李
兼
窟
郎
を
生
む

銭
を
堆
す
こ
と
一
百

破
散
し
て
何
ぞ
披
抑
似
た
る

み

る
も

こ
れ
は
、
幼
い
甥
に
対
す
る
教
訓
の
詩
で
あ
る
口
こ
こ
に
述
べ
ら

れ
た
社
会
状
況
の
認
識
は
、
「
騎
児
詩
」
と
は
正
反
対
で
、
「
戟
廷
mm

文
治
、
大
関
官
職
場
」
つ
ま
り
朝
廷
が
学
問
を
重
視
し
、
文
一
宮
に
活

躍
の
場
を
与
え
て
い
る
と
さ
れ
る
。
杜
牧
は
、
「
我
家
公
棺
家
」
と
、

宰
相
杜
佑
の
孫
と
い
う
家
柄
を
誇
り
と
し
、
「
万
巻
設
問
満
堂
」
の
家

学
に
依
拠
し
て
、
学
問
刊
に
よ
る
立
身
出
世
を
若
い
世
代
に
勧
め
る
。

名
円
で
あ
っ
て
も
経
済
力
の
み
に
頼
れ
ば
、
「
嬢
」
「
李
」
の
子
弟
の

よ
う
に
没
落
の
道
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

社
牧
と
李
商
際
の
社
会
認
識
の
相
違
は
、
そ
の
出
自
の
違
い
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
あ
る
。

枝
川
川
で
の
挫
折
の
体
験
を
経
た
李
総
隠
は
、
京
師
に
て
不
本
意
な

織
に
つ
き
心
楽
し
ま
な
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
。
そ
の
時
、
名
門

意
識
を
持
ち
、
文
撃
に
よ
る
社
会
的
上
昇
の
可
能
性
を
信

じ
、
そ
れ
を
実
現
し
て
い
る
と
見
な
さ
れ
る
杜
牧
と
会
っ
た
。
こ
の

出
会
い
に
よ
っ
て
、
寒
門
出
身
の
自
分
が
上
昇
を
求
め
る
こ
と
の
閤

難
な
社
会
状
況
を
、
よ
り
鮮
明
に
意
識
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。

自

京
兆
府
で
の
短
い
生
活
の
後
、
李
商
隠
は
徐
州
の
麗
弘
正
の
幕
府

に
赴
任
す
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
騒
児
詩
」
は
こ
の
赴
任
と

前
後
し
て
作
ら
れ
た
。
次
に
、
こ
の
時
期
の
李
商
憾
の
意
識
と
行

動
、
そ
し
て
文
学
に
対
す
る
態
度
の
変
化
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

徐
州
へ
の
赴
任
も
ま
た
、
経
済
的
な
困
窮
を
一
つ
の
動
機
と
す

る
。
し
か
し
、
経
州
の
時
に
比
べ
る
と
、
今
回
は
、
幕
府
へ
の
赴
任

に
対
す
る
積
極
性
が
感
じ
ら
れ
る
。
徐
州
で
の
李
商
穏
の
作
品
の
一

つ
に
、
次
に
引
用
す
る
「
題
漢
担
廟
」
詩
が
あ
る
。

乗
運
応
須
宅
八
荒
運
に
乗
じ
て
は
応
に
須
ら
く
八
荒
を
宅

と
す
べ
し

(73 ) 

男
先
安
在
恋
池
陸
男
児
安
ん
ぞ
池
躍
を
恋
ふ
に
在
ら
ん
や

君
王
自
起
新
豊
後
君
主
新
豊
を
起
つ
る
よ
り
後

項
羽
何
的
関
在
故
郷
項
羽
何
ぞ
曽
て
故
郷
に
在
ら
ん

徐
州
に
は
漢
高
砲
の
織
が
あ
っ
た
。
李
高
麗
は
、
転
戦
の
果
て
に



勝
利
を
得
た
劉
邦
の
姿
を
思
い
、
各
地
を
転
々
と
す
る
自
分
の
状
況

を
脅
定
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
経
州
の
風
物
が
常

に
厭
わ
し
く
、
望
郷
の
念
を
起
こ
さ
せ
る
も
の
と
し
て
詠
ま
れ
て
い

た
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
こ
の
積
極
性
は
、
「
騒
児
詩
」
に
示
さ

れ
た
文
武
に
対
す
る
認
識
の
反
映
で
あ
ろ
う
。
兵
法
を
学
ん
で
武
人

に
な
る
こ
と
を
息
子
に
勧
め
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
極
論
で
あ
る
D

自
分
J

日
身
の
現
実
的
な
処
世
と
し
て
は
、
中
央
の
文
官
よ
り
も
、
藩

鎮
の
幕
府
へ
の
赴
任
安
求
め
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

幕
府
に
対
す
る
積
極
的
な
意
識
は
、
次
に
引
用
す
る
徐
州
の
同
僚

た
ち
に
婚
っ
た
詩
況
判
成
転
韻
七
十
二
句
、
贈
問
問
間
金
口
」
に
も
一
不
さ

れ
る
。

此
時
間
有
識
…
昭
台

挺
身
東
望
心
限
開

設
吟
主
祭
従
軍
楽

不
賦
淵
明
帰
去
来

/
ノ
問
J
日

目

4
7
J

匂
ヨ
必
比
沿
っ

古
円
以
隠

i
J
j
jノ
ム
伝
剣
山
町
議
ノ

首
戴
公
慰
若
山
首
一
…

此
の
時
間
く
燕
昭
台
有
る
を

挺
身
東
灘
し
て
心
眼
潟
く

立
つ
吟
ず
主
祭
の
従
軍
楽
を

賦
せ
ず
開
明
の
帰
去
来
を

影
門
十
万
皆
雄
筋
肉
た
り
て

替
に
裁
く
公
の
関
郡
山
の
若
く
重
き
を

廷
評
は
沼
下
に
一
撃
蛇
を
援
り

書
記
は
限
る
持
紙
風
を
呑
む

引
用
部
分
の
「
蒸
招
ム
ロ
」
は
、
麗
弘
正
の
首
都
府
を
揺
す
。
議
浩

司
玉
鶏
生
詩
集
築
注
」
巻
二
に
引
用
さ
れ
た
自
粛
芳
の
評
に
「
倣
岸

激
昂
、
儒
酸
一
洗
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
詩
は
、
雄
壮
な
作
風

で
幕
府
に
招
か
れ
た
感
激
を
詠
む
。

た
だ
し
、
李
蕗
隠
は
幕
府
に
あ
っ
て
も
軍
人
で
は
な
く
文
更
で
あ

る
9

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
桟
州
に
お
い
て
彼
は
藩
鎮
の
幕
府
の
文

書
係
と
い
う
職
の
優
越
性
と
と
も
に
、
そ
の
限
界
を
知
っ
た
。
こ
の

詩
で
は
、
「
彰
何
十
万
」
の
二
勾
で
軍
人
た
ち
を
詠
ん
だ
後
に
、
文

章
関
係
の
「
廷
評
」
「
書
一
記
」
が
登
場
す
る
。
こ
れ
は
、
文
吏
が
幕
府

に
お
い
て
副
次
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
表
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

徐
州
で
も
、
李
蕗
隠
は
や
は
り
文
書
係
と
し
て
の
仕
事
に
励
む
。

し
か
し
、
彼
は
も
は
や
そ
の
職
務
か
ら
文
章
家
と
し
て
の
充
実
感
を

過
剰
に
求
め
な
い
。
む
し
ろ
、
職
務
と
は
直
接
関
係
し
な
い
、
詩
歌

を
通
じ
た
交
友
に
心
を
一
傾
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

徐
州
で
向
僚
の
李
枢
一
一
一
一
口
と
の
交
際
を
う
た
っ
た
長
編
の
詩
に
、

「
戯
題
抱
一
一
一
一
同
革
関
一
一
一
十
二
が
あ
る
。
次
に
、
そ
の
一
部
を
引
用

す
る
Q

我
雌
不
能
飲

君
時
酔
知
泥

(74 ) 

我
飲
む
能
は
ず
と
錐
も

時
に
酔
ひ
て
泥
の
如
し



君
時
臥
根
触

勧
客
自
玉
杯

苦
去
年
光
疾

不
飲
将
安
婦

我
箆
此
ニ
一
一
間
是

因
循
未
能
諮

君
一
一
一
一
問
中
聖
人

坐
臥
莫
我
違

檎
爽
乱
不
整

楊
花
飛
相
槌

上
有
白
日
照

下
有
東
風
吹

青
楼
有
美
人

顔
色
如
攻
魂

歌
声
入
青
雲

一
前
痛
無
良
媒

少
年
苦
不
久

顧
慕
良
難
哉

徒
令
真
珠
脱

一
義
人
珊
瑚
腿

君
今
日
比
少
安

時
に
臥
し
て
模
触
し

客
に
出
玉
の
杯
を
勧
む

苦
に
去
ふ
「
年
光
疾
く

飲
ま
ざ
れ
ば
将
に
安
く
に
か
滞
せ
ん
」
と

我
は
此
の
中
一
一
向
是
な
り
と
質
す
も

関
循
し
て
未
だ
諮
す
能
は
ず

君
一
一
一
一
向
ふ
「
聖
人
に
中
り

坐
臥
し
て
我
違
ふ
な
し
」
と

「
検
爽
乱
れ
て
整
は
ず

楊
花
飛
び
て
相
随
ふ

上
に
臼
臼
の
照
ら
す
有
り
て

下
に
東
風
の
吹
く
有
り

青
楼
に
美
人
有
り
て

顔
色
攻
魂
の
如
し

歌
声
青
雲
に
入
り

痛
む
所
長
媒
無
し

少
年
久
し
か
ら
ざ
る
を
苦
し
み

顧
慕
良
に
難
き
か
な

徒
ら
に
真
珠
の
肢
を
し
て

裏
し
て
珊
瑚
の
臆
に
入
ち
し
む
」

君
今
旦
く
少
し
く
安
ん
じ

糠
我
苦
吟
詩
我
の
詩
を
苦
吟
す
る
を
聴
け

古

詩

何

人

作

吉

詩

何

人

の

作

る

老
大
猶
傷
悲
「
老
大
猶
ほ
傷
悲
せ
ん
」
と

李
商
隠
に
は
、
交
遊
の
詩
は
比
較
的
少
な
い
。
そ
の
中
で
も
、
こ

の
詩
は
平
易
な
表
現
で
真
情
あ
ふ
れ
る
作
風
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ

で
引
用
し
た
の
は
、
詩
の
後
半
、
両
者
の
飲
溜
の
様
子
を
描
写
し
た

部
分
で
あ
る
Q

酒
を
勧
め
ら
れ
で
も
飲
め
な
い
李
福
岡
憾
に
対
し
、
李

枢
一
一
一
口
は
踏
の
魅
力
を
語
る
。
そ
れ
に
答
え
て
李
蕗
隠
は
詩
を
「
苦

吟
」
し
、
友
人
に
思
い
を
伝
え
る
。

こ
の
詩
は
ま
た
、
「
瞬
間
ル
詩
」
で
示
さ
れ
た
自
己
の
不
遇
と
表
現

行
為
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
別
の
一
面
を
展
開
し
た
も
の
で

も
あ
る
。
こ
の
「
橘
爽
乱
不
整
」
か
ら
「
裏
入
珊
瑚
腿
」
ま
で
は
、

い
わ
ば
詩
中
の
詩
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
美
人
」
が
実
ら
ぬ
恋
に
嘆

く
艶
詩
に
、
自
己
の
不
通
感
を
仮
託
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
艶
詩
の
前
後
に
は
、
そ
れ
を
作
る
自
分
'
自
身
の
姿
が
客
観
的
に

描
写
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
不
遇
感
を
も
た
ら
す
憂
欝
な
現
実
を
、
華

麗
な
虚
構
に
表
現
す
る
こ
と
が
、
飲
酒
に
も
ま
さ
る
癒
し
で
あ
る
の

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
読
書
と
著
述
は
、
不
遇
の
誘
閣
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
そ
れ
を
認
識
し
て
も
な
お
、
詩
歌
を
苦
吟
す
る
表
現

行
為
を
や
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
れ
が
不
通
感

を
昇
華
す
る
唯
一
の
手
段
だ
か
ら
で
あ
る
。

(75 ) 



こ
の
よ
う
な
自
己
の
不
適
と
文
学
と
の
関
係
に
対
す
る
客
観
的
な

把
援
は
、
木
千
裕
憾
の
詩
作
に
新
た
な
境
地
を
開
い
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
境
地
を
示
唆
す
る
作
品
と
し
て
、
次
に
沼
野
」
詩
を
引
用
す

る。

本
と
も
と
高
き
を
以
て
飽
き
難
く

徒
ら
に
労
す
恨
み
て
声
を
費
や
す
を

瓦
更
疎
に
し
て
断
え
な
ん
と
し

一
樹
碧
に
し
て
情
一
無
し

ゆっ

薄

箆

梗

猪

ほ

泥

か

び

放
題
蕪
れ
て
己
に
平
ら
か
な
り

い
寺
市
F

君
を
煩
は
す
最
も
棺
警
し
む
る
を

我
亦
挙
家
祷
我
も
亦
家
を
挙
げ
て
清
し

こ
の
首
聯
・
領
聯
は
、
蝉
の
生
態
を
伝
統
的
な
認
識
に
従
っ
て
表

現
し
た
も
の
で
あ
る
。
続
く
一
鍛
聯
は
、
自
分
の
現
状
を
一
記
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
詩
の
鱒
が
、
不
遇
な
詩
人
で
あ

る
自
己
を
仮
託
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
「
本
以
高
」

つ
ま
り
詩
人
と
し
て
の
高
み
を
求
め
る
こ
と
は
、
ぺ
難
飽
」
と
い
う

不
遇
の
状
態
の
根
本
的
原
因
で
あ
る
。
そ
の
不
過
を
「
根
い
み
、

辺
戸
」
を
弱
ど
や
し
て
詩
文
を
作
り
続
け
る
が
、
そ
れ
が
「
徒
労
」

で
あ
る
こ
と
は
分
か
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
コ
樹
」
に
た
と

え
る
他
者
は
「
無
情
」
で
、
詩
文
に
心
動
か
さ
れ
て
救
済
の
手
を
差

本
以
高
難
飽

徒
労
恨
費
声

双
吏
政
欲
断
ー

…
樹
叫
粉
飾
…
情

務
官
梗
務
泥

故
原
蕪
巳
平

し
延
べ
る
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
「
薄
富
」
の
自

分
は
、
「
梗
」
つ
ま
り
木
彫
り
の
人
形
が
水
に
流
さ
れ
る
よ
う
に
地

方
の
幕
府
を
転
々
と
し
¥
「
故
菌
」
を
荒
れ
る
に
ま
か
せ
る
し
か
な

い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
尾
聯
は
、
「
君
」
つ
ま
り
蝉
に
対
す
呼
び
か

け
で
あ
る
9

こ
の
嬢
は
自
己
の
仮
託
な
の
で
あ
る
か
ら
、
呼
び
か
け

て
い
る
「
我
」
は
、
不
遇
な
詩
人
と
し
て
の
自
己
を
客
観
視
す
る
も

う
一
人
の
自
分
で
あ
る
。
そ
の
「
我
」
が
、
清
貧
に
甘
ん
じ
る
諦
念

を
語
っ
て
、
…
蓄
が
結
ぼ
れ
る
。

こ
の
詩
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
李
蕗
際
が
不
遇
の
詩
人
と
し
て
の

自
己
を
、
諦
念
を
も
っ
て
客
観
的
に
表
現
す
る
に
至
る
ま
で
に
は
、

本
論
文
で
論
じ
た
精
神
の
選
涯
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ

の
詩
は
、
大
中
五
年
の
徐
州
で
の
作
と
さ
れ
る
が
、
確
か
に
こ
の
時

期
の
作
品
に
ふ
さ
わ
し
い
。

(76 ) 

む
す
び

中
央
の
官
僚
と
し
て
満
足
な
地
位
の
得
ら
れ
な
い
李
商
隠
は
、
藩

の
文
書
係
と
な
る
。
彼
は
、
こ
の
職
か
ら
経
済
活
だ
け
で
な
く
文

家
と
し
て
の
精
神
的
な
充
足
を
も
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か

し
、
こ
の
職
の
政
治
的
な
非
力
さ
、
不
安
定
さ
も
匂
痛
感
し
た
。
も
は

や
、
い
か
な
る
形
で
あ
れ
、
寒
門
出
身
の
自
分
が
、
文
章
の
能
力
だ

け
で
は
不
通
か
ら
脱
せ
な
い
社
会
状
況
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と



を
、
彼
は
感
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
形
成
さ
れ
た
自
己
の
不
遇

に
つ
い
て
の
認
識
を
、
李
高
隠
は
「
瞬
児
詩
」
に
記
し
た
。

李
溜
隠
は
、
大
中
五
年
に
鹿
弘
正
の
死
去
に
よ
り
徐
州
の
幕
府
を

去
っ
た
後
、
そ
の
翌
年
に
は
梓
州
刺
史
東
川
節
度
使
柳
仲
部
の
幕
府

に
赴
く
。
そ
し
て
大
中
十
年
に
柳
と
と
も
に
京
姉
に
帰
り
、
大
中
十

二
年
に
没
す
る
。
後
半
生
の
李
商
隠
は
、
中
央
官
僚
の
地
位
を
諦

め
、
議
鎮
の
幕
府
に
安
伎
の
地
を
求
め
る
1

寸
縞
児
詩
」
に
述
べ
ら

れ
た
認
識
を
得
た
こ
と
は
、
笑
生
活
で
の
転
機
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
ま
た
、
こ
の
認
識
か
ら
導
か
れ
る
自
己
の
不
通
と
文
学
と
の
関

係
の
客
観
的
な
把
握
は
、
詩
人
と
し
て
の
自
己
表
現
の
転
機
に
も
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

、主(
l
)
張
采
出

と
す
る
が
、
薬
葱
奇
氏
は

一
九
八
五
)
の
年
譜
で
李

的
年
・
一
一
…
十
八
歳
の
作
と
す
る
。

(2)
李
粥
憾
の
詩
の
引
用
は
、
例
制
学
錯
・
余
恕
誠

(
中
部
十
指
宙
局
、
一
九
八
八
)
に
よ
る
。

(3)
吋
出
藤
議
い
の
李
商
隠
伝
に
は
「
:
:
:
曾
祖
叔
皆
、
:
:
:
位
終
安
陽

令
。
祖
部
、
位
終
mm州
録
事
参
箪
Q

父
柄
。
:
:
:
」
と
あ
る
。
ま
た
、
川
川

川
中
間
の
自
缶
文
学
」
(
創
文
社
、
一
九
九
六
)
「
V

詩
の

で
は
、
大
中
…
一
・
三
十
八
歳
の
作

川
注
い
(
人
民
文
学
出
版
社
、

年
繰
り
下
げ
る
た
め
、
大
中

中
の
自
伝
」
で
、
韓
愈
が
恵
子
に
示
し
、
無
一
物
か
ら
勉
学
に
励
ん
で
地

位
を
得
た
こ
と
を
諮
る
「
符
読
審
城
南
」
詩
ゃ
っ
…
小
児
」
詩
と
、
李
硲
憾

の
「
騒
児
一
一
一
台
と
を
比
較
す
る
。
そ
し
て
、
向
者
の
息
子
に
対
す
る
教
訓

の
内
容
に
相
違
が
あ
る
理
府
の
一
つ
と
し
て
、
寒
阿
川
の
学
問
が
報
わ
れ
な

く
な
る
中
痛
か
ら
'
腕
懸
へ
の
時
代
の
変
化
を
指
摘
す
る
。

(
4
)
「
縞
児
詩
」
と
向
様
な
認
識
が
、
「
漫
成
五
章
」
詩
に
も
述
べ
ら
れ
る

こ
と
は
、
態
満
江
氏
が
宗
子
商
憾
の
吋
漫
成
い
詩
二
組
に
つ
い
て
」
(
主
訳

文
研
究
い
第
五
十
四
号
、
一
九
八
九
)
で
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、

「
漫
成
五
葉
」
詩
は
許
さ
れ
る
解
釈
の
一
腕
が
広
く
、
筆
者
の
意
図
か
ら
し

て
本
論
文
で
は
触
れ
な
か
っ
た
。

(5)
「
鱗
令
狐
部
中
(
令
狐
絢
)
見
寄
」
詩
に
、
こ
の
間
の
事
情
が
「
補
厳

貧
紫
桂
、
負
気
託
背
搾
」
と
記
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
「
紫
桂
」
を
食
べ
て

体
力
を
つ
け
る
、
と
い
う
こ
と
で
桂
州
赴
任
が
経
済
的
理
患
に
よ
る
こ
と

を
示
し
、
平
尚
早
洋
」
の
剣
に
た
と
え
ら
れ
る
志
は
加
に
あ
る
、
と
一
一
一
一
問
う
も

の
で
あ
る
。

(6)
校
州
時
代
の
李
蕗
憾
の
耕
文
作
家
活
動
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
李
商

隠
の
代
作
の
態
度
に
つ
い
て

i
i
「
太
尉
衛
公
会
慰
問
一
品
集
序
」
を
中
心

に
し
て
1
2
i
i
)
(

吋
中
国
文
化
」
第
五
十
二
号
、
一
九
九
四
)
を
参
照
さ
れ

〉

m
3
0

寸
九

Bν一

(7)
李
商
隠
の
文
章
の
引
用
は
蒜
玄
関
文
集
」
(
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九

八
八
)
に
よ
る
。

(8)
程
夢
星
誌
、
こ
の
詩
の
評
の
中
で
、
「
葦
以
牧
之
之
文
語
、
一
ニ
摩
郡
部

後
内
選
、
己
可
感
突
。
黙
較
之
於
己
短
翼
雌
伏
者
不
猶
愈
耶
。
」
と
述
べ

る
(
朱
鶴
齢
築
注
・
翠
夢
星
制
補
吋
李
義
山
詩
集
築
注
』
巻
上
)
。
こ
れ
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も
「
短
翼
」
が
官
位
の
低
さ
の
た
と
え
と
す
与
も
の
で
あ
る
。

(9)
引
用
は
涼
穴
川
詩
集
註
」
(
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
七
八
)
に
よ

る。
(
叩
〉
李
荷
憾
「
上
尚
書
沼
揚
八
ム
(
鹿
弘
正
)
啓
」
一
に
「
:
:
:
無
文
通
半

頃
之
回
、
乏
一
見
亮
数
間
之
屋
。
除
傭
蛸
舎
、
危
託
燕
巣
。
:
:
:
」
と
あ
る
。

(
日
)
劉
学
錆
氏
は
吋
李
路
幅
削
詩
歌
研
究
い
(
安
徽
大
学
出
版
社
、
一
九
九

八
)
「
十
一
、
李
務
総
生
平
若
干
問
題
考
辞
(
沼
〉
徐
幕
奉
使
」
で
、
徐

州
か
ら
使
者
と
し
て
出
向
い
た
李
商
穏
が
、
李
部
と
各
々
ニ
首
の
詩
を
取

り
交
わ
し
た
こ
と
に
つ
い
て
考
証
す
る
。
こ
れ
も
、
こ
の
時
期
の
李
蕗
擦

の
文
学
に
よ
る
交
友
に
関
す
る
重
要
な
研
究
で
あ
る
。

(ロ
)

ζ

の
詩
の
構
成
に
は
異
説
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
揺
出
劉
学
錯
・
余

恕
誠

24鴎
穏
詩
歌
集
解
い
の
按
語
に
従
っ
た
。

(
日
)
こ
の
詩
の
自
己
認
識
の
特
質
を
、
文
学
史
的
展
開
の
中
で
と
ら
え
た

研
究
に
、
川
合
康
三
氏
「
蝉
の
詩
に
見
る
詩
の
転
変
」
(
吋
中
国
文
学
報
い

第
五
十
七
畑
、
一
九
九
八
)
が
あ
る
。

(78 ) 

(
横
浜
市
立
大
学
)


